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わたしの研究

近年、組織経営分野で大きな注目を集めているキーワードに、

“ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン（DEI）” がありま

す。多様性や公平性、包摂性を重視するこの考え方は、ス

ポーツ界でも広がりを見せています。例えば国際パラリンピッ

ク委員会とユネスコは、パラスポーツを通じて障害者の社会的

インクルージョンを促す活動を展開しており、またオリ・パラの

レベルでも関連するアクションプログラムが見られるようになり

ました。とはいえ、「パラスポーツイベントは本当に障害者の社

会的地位向上に役立っているのか？」という問いには、これま

で十分な答えが示されてきませんでした。そこで、パラスポー

ツイベントにおけるDEIの測定尺度を開発しました。これは、イ

ベントが社会にもたらす効果を可視化するための新しいものさ

しと言えます。今後は、この尺度をレギュラースポーツイベント

にも応用できるかどうかを検証しながら、スポーツの社会的価

値をより深く探っていきたいと考えています。

私が研究活動において重視しているのは、「即時性の高い社会的事象にアン

テナを張りつつ、自身の研究を柔軟にアップデートしていくこと」です。そこで、私

は日々「スポーツ×○○」の可能性を追求しています。

最近、特に関心を持っているのが「スポーツ×防災」です。防災スポーツ（通

称：防スポ）は、スポーツを通し、災害時に役立つ体力や防災の知識・技を身に

つけてもらうことを目指しています（株式会社シンク，n.d.）。今年8月には、スポー

ツ庁がスポーツを通じた防災教育推進事業に本格的に乗り出すことを発表しま

した。この事業では、内閣府の2025年度「事前防災対策総合推進費」を活用し

て、1億円の予算が確保されています。

一方で、私はユニバーサル・スポーツツーリズム研究の中で、「ユニバーサル

ビーチプロジェクト」という活動に参画しています。ユニバーサルビーチとは、障

害の有無や年齢にかかわらず誰もが安心して楽しめるビーチのことで、特に車

いすユーザーに海のアクティビティを提供しています。このユニバーサルビーチ

と防災スポーツは、非常に親和性が高いと考えています。日本は地震大国であ

り、津波などの水害リスクも高い国です。

車いすユーザーやその支援者にとって、

水害に関する知識を持つことはとても重

要です。その知識を、スポーツを通じて

学べる環境を整えることは、社会的意義が

大きいと感じています。今後も、防災スポ

ーツとユニバーサルビーチの融合を軸に、

より多くの人が安心して参加できる取り組

みを進めていきたいと考えています。
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青山将己（2025）パラスポーツイベントによって創出される社会効果の測定

指標：DE&I測定ガイドライン，

https://researchmap.jp/multidatabases/multidatabase_contents/detail/267

039/7a4d36accba8e7f73d6b50552394fc45?frame_id=465394

2018年8月に日本体育・スポーツ・健康学会若手の会が

発足しました！→ メーリングリスト登録フォーム: 

https://goo.gl/forms/zGMPdPq5fY3kcB5q2

学会大会、研究会等の開催や報告者募集に関する案内、公募や助成

金情報等に関する情報提供を配信予定です。皆様からも、メーリングリ

ストで周知したい情報がありましたら、下記までご連絡ください。

taiikugakkaiwakate@gmail.com

必読

（なんでも帳）

日本体育・スポーツ・健康学会
若手の会

日本体育・スポーツ・健康学会
若手の会からのお知らせ

スポーツ × ユニバーサルツーリズム

ユニバーサルツーリズム（アクセシブルツーリズム）研究の分

野では「アクセシブルな観光体験」の開発に注目が集まってい

ます。一方、スポーツツーリズム研究でも「Tourism for All」の

視点が求められるようになりました。私はこの両者を融合し、

「ユニバーサル・スポーツツーリズム」という新たな概念の提案

を進めています。潜在的な需要を顕在化させるとともに、効率

的かつ効果的なマネジメントに向けたガイドライン作成を目指

しています。

ユニバーサルビーチプロジェクト＠小豆島
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